
在京花巻人会令和 6 年度事業計画            

 
  ＜はじめに＞ 
    令和 6 年度は、新しい事務所も整備され、一昨年度の 6 名の新理事加入による新体 
    制を軌道に乗せる年となります。令和 5 年度は、各理事の考え方や夫々のやりたい 

ことをお互いに理解し合うことに時間が取られ、会員向けの活動に精力を注ぐこと 
が出来ませんでした。そこで令和 6 年度の活動目標は、「会員が参加できる活動を 
活発に行うこと」とします。 

  １、会員相互の親睦・交流活動の推進 
   １）会報「在京花巻人」の発行 
     令和 6 年度も会報に最大の力を注ぎます。発行は、例年通り 1 月号、6 月号、10

月号の 3 回。編集方針は前年度と同様、会員の活動の報告を中心に、会員の多く

が関心を持つ地元花巻の話題や情報の提供に努めます。又、かつての花巻の様子

を記録として残す「思い出コーナー」は、賢治さんの思い出シリーズの後企画と

して「花巻人」のシリーズなどを検討しています。なお、会費納入者の減少によ

る財政逼迫の折から、令和 6 年度は印刷費の低減などの対策を検討したいと思い

ます。今年度も基本は 8 ページ建てとします。 
   ２）「在京花巻人のつどい」の開催 
     会員同士の親睦と、会員と地元花巻からの来賓との交流を目的とする重要なイベ

ントで、今年は 7 月 6 日（土）開催を予定。昨年からスタート時間を 30 分繰り

下げて 11 時半としていますが好評につき今年も踏襲し終了時間も 14 時 30 分と

なります。また、今回は諸般の値上がりの影響もあり会費を 9 千円とすることを

検討しています。今回も内容の充実を図り、参加者の増加に努めます。 
       ３）「歩こう会」の今後について 
     これまで 26 回続けてきましたが、この 3 年間は新型コロナで中止を余儀なくさ

れてきました。令和 6 年度は、第 27 回を 5 月 18 日（土）に「新橋・浜離宮・築

地」で再開することを決定。秋と来春にも「荒川区散策」や「三ノ輪～北千住」

などで実施することを検討中です。 
   ４）故谷口秀子さん主宰による賢治作品を朗読する「べんべろの会」のサポート 
     まず、7 月の「在京花巻人のつどい」にべんべろ会員による朗読をアトラクショ

ンとして実施する計画を検討中。また、べんべろの会の毎月の定例練習会に在京

花巻人会の会員に参加してもらい、朗読を体験してもらう企画も検討中。 
   ５）花巻まつりツアーの企画 
     9/14～15 一泊二日で花巻まつりツアーの実施を検討中。今後、在京石鳥谷町人

会や在京東和町友会とも相談しながら詰めていきます。 
   ６）会員及び花巻にゆかりのある方によるコンサート、美術展、その他各種発表会等

への参加を、今年度も出来るだけ多くの会員に呼びかけます。 
２、花巻市への支援・協力活動や情報発信の推進 

   １）令和 6 年度も、市や花巻観光協会と連絡を密にし、首都圏における花巻市の各種 
     観光物産展へ多くの会員の参加を呼びかけます。すでに 6 月の「ふるさと交流 



ショップ台東」での花巻物産展の連絡が入っており、動員のため会報などで呼び 
かける予定です。その後の物産展に関しても積極的に会員に呼びかけ動員をかけ 
たいと思います。 

   ２）その他の首都圏での花巻市関連の様々なイベントや集まりについても、市や関係

団体と連絡を密にとり会員の参加を呼びかけます。 
   ３）令和 6 年度も、会報の「はなまきあれこれ」のコーナーを充実させ、さらには在

京花巻人会のホームページ、事務所のメールなどを活用して、会員に地元花巻の

情報や動向を発信し花巻を身近に感じて頂くとともに、一般の人々にも花巻への

関心を高め、好意を醸成し花巻ファンの拡大に努めます。    
  ３、理事会の体制づくりと会員募集等の活動計画 
   １）在京花巻人会について知られていないとか、良く理解されていないとの声があり、

令和 6 年度には新会員募集用の「入会キット」を完成させ、配布して会の趣旨を

理解して頂くとともに、新規会員の募集に繋げます。 
   ２）特に、花巻市の高校の在京同窓会にも在京花巻人会加入を呼びかけます。令和 6

年度は特に花巻南高校、花巻東高校の同窓会へ働きかけます。 
   ３）令和 5 年度から理事会の中に「名簿班」「会計班」「会報班」「連絡・渉外班」「事

業企画班」を立ち上げましたが、各理事にそれぞれの班に所属してもらい、会の

組織的運営を心掛けるとともに、会員向けの活動を活発に行います。 
  ４、「在京花巻ふるさと会」としての活動と事務所等の運営に関わる作業  
   １）令和 6 年度の在京石鳥谷町人会、同東和町友会の活動はコロナ以前に戻ると思わ

れますので、夫々の活動への在京花巻人会の会員の参加を積極的に呼びかけます。 
   ２）「花巻まつりツアー」については、在京花巻人会が中心となって企画をまとめ、

石鳥谷と東和のふるさと会に参加を呼びかけたいと思います。 
   ２）連絡事務所の運営と関連事務作業を令和 6 年度も在京花巻人会が担当します。 
  ５、会費の納入について 
    在京花巻人会は、例年会員の皆様の会費によって支えられており、会費がその活動

の源泉となっています。今年度も会費納入 300 名以上を目標に、以下の通りお願い

します。 
    ・年会費  １世帯 2,890 円 
    ・納入期限 3 月末日 
 
 


